
でも、あまり聞かないけど。

インターネットだったら私たち子どもも簡単に見れるよ。

インターネットと部落差別

そうだね。一人ひとりの意識が変わらないといけないよね。
差別はされる側の問題じゃなくて、する側の問題なんだよ。

結婚や就職時に住んでいるところなどを
調べたり、インターネットの中で部落差別に
関しての書込みがあったりするんだよ。

そうだね。間違った情報もたくさんあって、
信じてしまうことがあるから、
どうしたらいいのか考えないといけないよね。

そんなのがあるんだ。でも、それだけじゃ、差別ってなくならないと思うけど…

モニタリングって何？

ねぇ、ねぇ、部落差別って今もまだあるの？

そうだよ。まだあるんだよ。

大事なことだね。
宍粟市ではね、インターネットのモニタリングをやっているんだよ。

インターネットの掲示板などに悪質な部落差別の書込みがあるから、
それを監視し、拡散されるのを防止してるんだよ。
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みんなが部落差別についてもっと勉強したらいいんじゃないの。



部落差別は許されない

インターネット上による悪質な差別が
発生しています

誰もが幸せに暮らすために

　同和問題（部落差別）とは、日本社会の歴史的発展の過程で形づくられた身分制度
や歴史的、社会的に形成された人々の意識に起因する差別が、現在もさまざまなかた
ちであらわれている我が国固有の重大な人権問題です。
　平成28（2016）年12月に「部落差別は許されないものである」との認識のもと部
落差別のない社会を実現するため「部落差別の解消の推進に関する法律」が公布・施
行されました。

　インターネット上に、特定の個人が同和地区出身者
であることや、地名や動画を公開し、差別を助長する
ような問題が起こっています。インターネットは匿名
で簡単に情報が発信できるため、誤った情報が流れた
り、差別書込みをさらに拡散させるなど、部落差別が
インターネット上でもおこなわれています。
　ネット上では正しい情報が常に検索上位にくるとは
限りません。差別的サイトでもアクセス数が多いほど
検索上位に表示されてしまいます。

　同和問題は、自分には関係のないことだと思っていませんか？
「寝た子を起こすな」「そのうち無くなる」とする考え方は、差別意識を温存し、差別を容
認してしまうことにつながります。「限られた人だけの問題だ」「昔の話でしょ」と無関心
にならず、正しい知識を身に付けるとともに、差別を受ける側の立場に立ち、私たち一人ひ
とりが、どうすれば差別がなくなるのかを考え、行動することが大切です。
　誰もが一人ひとりの人権を尊重し、安心して自分らしく生きられる社会の実現をめざしま
しょう。
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みんなで
考えて

いきまし
ょうね！


